
副
議
長
に
露
木
順
三
議
員

◆議案審議 １・７面 
◆決算審査  ２・３面
◆一般質問 ４・５・６・７面
◆議会の動向 ５面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第４回（12月）定例会日程 ８面

議
案
第
49
号　
工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

市
道
65
号
線
歩
道
設
置
工
事
（
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
及
び
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

設
置
工
事
）（
令
和
２
年
度
継
続
費
設

定
）
に
つ
い
て
、
請
負
契
約
を
締
結
す

る
も
の
。

　

本
工
事
は
、
東
海
大
学
前
駅
北
口
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
上
り
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
を
設
置
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
５
者
の
入
札
が
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
最
低
制
限
価
格
を
適
用
し
な

い
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
秦
野
市
競
争
入
札
最
低
制
限
価
格

取
扱
い
要
綱
に
基
づ
き
、
最
低
制
限
価

格
適
用
の
算
定
対
象
と
な
る
金
額
の
入

札
が
３
者
に
満
た
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

議
案
第
50
号　
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

児
童
生
徒
一
人
当
た
り
１
台
の
学
習

用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
た
め
、

機
器
な
ど
の
購
入
に
つ
い
て
、
売
買
契

約
を
締
結
す
る
も
の
。

　

本
契
約
は
、
市
内
小
・
中
学
校
に
学

習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
と
キ
ー
ボ
ー
ド

各
１
万
２
４
９
５
台
な
ど
を
購
入
す
る

も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
一
環
と

し
て
、
学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど

を
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
活
用
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
教
育
活
動
に
お
い
て
幅
広
く
活
用

適
用
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
。

問　
競
争
入
札
に
よ
り
低
価
格
化
す
る

こ
と
で
、
品
質
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
含
め
、
安
全
性
を
担

保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
工
事
に
つ
い
て
は
、
設
計
書
や
仕

様
書
に
お
い
て
安
全
性
の
確
保
を
図
っ

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
先
行
自
治

体
で
は
、
教
職
員
の
業
務
に
も
使
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
校
と
意
見
交
換

を
重
ね
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
効
果
的
に

活
用
し
た
い
。

問　
１
万
２
千
台
を
超
え
る
端
末
の
確

保
が
難
し
く
、
応
札
が
１
者
だ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
内
業

者
を
優
先
と
し
た
分
割
発
注
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
内
調
達
を
基
本
と
し
、
２
事
業

者
に
確
認
し
た
が
、
一
括
受
注
が
困
難

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
各
校
で
の
設
定

作
業
に
差
異
が
生
じ
な
い
よ
う
機
種
の

統
一
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
市

外
事
業
者
へ
一
括
発
注
し
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

主 な 内 容

て
い
る
が
、
安
全
性
が
担
保
で
き
る
提

案
型
の
契
約
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
、

今
後
、
研
究
し
た
い
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

『想いを一つに』
撮影者：県立秦野高等学校写真部　加藤優奈さん

5 月と 11月発行号の表紙写真については、市内県立高校写真部の
生徒の作品を提供していただいています。

東海大学前駅北口エレベーターと
上りエスカレーター完成予想図

先行導入している
学習用タブレット端末

令和2年（2020年）11月15日（日）
発行：秦野市議会　編集：議会報編集委員会
〒257-8501 神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号
☎0463-82-9652 こちらからも

アクセスできます

第238号

秦野市議会

東
海
大
学
前
駅
北
口
の

安
全
性
・
利
便
性
向
上
へ

学
習
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

児
童
生
徒
一
人
１
台
に

第3回（9月）定例会

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

　

第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
は
、
９
月
７
日
か
ら
10
月
６
日
ま
で
の
30
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
決
算
の
認
定
（
２
・
３
面
に
内
容
を
掲
載
）
や
条
例
の
一

部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
20
件
（
う
ち
、
報
告
６
件
）
の
ほ
か
、
議
員
提

出
議
案
３
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

議
案
審
議表紙写真を募集します！

テーマ：秦野の風景、地域の行事など
「はだの議会だより」第 239 号（令和
３年２月中旬発行）の表紙写真を募集
します。多くのご応募をお待ちしてお
ります。
締め切り： 令和３年１月22日（金）必着
応募方法：
所定の申し込み用紙に記入
し、持参、郵送、またはメール

詳しくはこちらから ➡

　

定
例
会
開
会
日
の
９
月
７
日
に

木
村
眞
澄
副
議
長
か
ら
辞
職
願
が

提
出
さ
れ
、
同
日
の
本
会
議
に
お

い
て
こ
れ
を
許
可
し
、
投
票
に
よ

る
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
露
木
順
三
議
員

（
日
本
共
産
党
）
が
第
69
代
副
議

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

露
木
順
三
議
員
は
、
昭
和
27
年

生
ま
れ
。
総
務
常
任
委
員
会
副
委

員
長
、
金
目
川
水
害
予
防
組
合
議

会
議
長
な
ど
を
歴
任
。

露木 順三 副議長

議
案
審
議
は

７
面
に
も
掲
載

（

）

議
会
だ
よ
り
へ
の
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
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水 道 事 業 会 計

導水管送水管耐震化事業の
進捗状況について

要望　令和元年度末における基幹管
路の耐震化率は 40％だが、水道供
給量の約７割を占める県水を送水す
る幹線管路について耐震化が遅れて
いる。課題がある箇所もあるとのこ
とだが、早期整備に努めてほしい。▲

本会議での反対討論
　地下水を利用する企業に応分の地
下水利用協力金を求めるべきことな
どから反対する。

▲

本会議での賛成討論
　水道工事の発注方法については市
内事業者への影響を考慮することを
要望し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

公共下水道事業会計

下水道事業普及促進費について

意見　下水道使用料が上がることを
懸念して、公共下水道への接続を行
わない人が多いようだが、浄化槽を
適正に管理するための費用と大きく
変わらないことから、管理における
ルールなどの整備が有効と考える。▲

本会議での反対討論
　使用料に消費税が課税されている
こと、明らかな生活困窮世帯には減
免すべきことなどから反対する。▲

本会議での賛成討論

　おおむね所期の目的は達成したが、
健全経営のため下水道事業用地の活
用の検討を要望し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

国民健康保険事業特別会計

レセプト点検におけるAI の活用について

問　国民健康保険財政の健全化に向けて、レセプト
点検は有効な手段だが、今後の取り組みはどのよう
か。
答　国民健康保険団体連合会が実施する一次審査に
おいてはＡＩ化が進んでいる。市町村が行う二次審
査についてもＡＩによる点検を行っている自治体もあ
ることから、本市でも研究したい。▲

本会議での反対討論
　経済状況が悪化する中、保険税滞納者への資格証
明書発行をやめるべきであることなどから反対する。▲

採決の結果　委員会　認　定（賛成多数）
　　　　　　　本会議　認　定（賛成多数）

介護保険事業特別会計

地域ケア会議の効果について

問　地域課題検討型や個別プラン検討型などがあるとのこ
とだが、地域ケア会議を行うことで現れる効果はどのよう
か。
答　地域課題を検討する会議の実施により、体操を行う団
体や認知症カフェなどの増加につながっているほか、個別
プランを検討する会議を行うことで、高齢者虐待などの対
応に関わる職員のスキルアップが期待できると考える。▲

本会議での反対討論
　低所得者の負担軽減のため、高額な介護保険料を引き下
げる必要があることなどから反対する。▲

採決の結果　委員会　認　定（賛成多数）
　　　　　　　本会議　認　定（賛成多数）

後期高齢者医療事業特別会計

短期被保険者証の発行状況について

要望　保険料の滞納者に対して、短
期被保険者証や資格証明書を発行し
ているとのことであるが、支払いが
困難な滞納者については福祉施策に
つなげてほしい。▲

本会議での反対討論
　年齢で差別する後期高齢者医療制
度を廃止し、老人保健制度に戻すべ
きことから反対する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

健全な財政運営について

問　財政調整基金は約32億円が確
保され、おおむね健全な財政が維持
されているものと評価する。しかし、
実質収支の大幅な減少など、厳しい
財政状況が続いていると考えるが、
令和元年度決算に対する市長の評価
はどのようか。

答　歳入全体が見込みを下回ったこ
とにより、実質収支は約 9億 8千
万円となったが、財政調整基金の年
度末残高は目安としている 30億円
を上回り、不測の事態への備えを確
保することができた。また、経常収
支比率は県内でも上位となり、総合
的に健全財政を維持できたものと評
価している。

行財政改革について

問　３次にわたる行財政改革では、
効果額を目標として設定し、一定の
成果を挙げているが、現在進めてい
る「第３次はだの行革推進プラン実
行計画」の取り組み状況はどうか。

答　現在のプランが目標とする一般
会計における効果額約 16億５千万
円に対し、令和元年度までの４年間
で約 12億円を達成した。厳しい財
政状況の中で、行財政改革の視点を
常に持ちながら、取り組みを引き続
き進めていきたい。

生活困窮世帯の子どもに対する
学習支援事業について

要望　新たに西地区に学習拠点を設

けるなど支援体制を強化したとのこ
とだが、東中学校が配信する動画の
活用など、今後さらなる学習コンテ
ンツの拡充に努めてほしい。

秦野名水ブランド力について

要望　「おいしい秦野の水～丹沢の
雫～」の収益の一部を水源林保全に
充てているが、汚れた水が原因で多

くの命が失われている開発途上地域
における水の浄化や整備に貢献する
ことで、ブランド力の向上につなげ
るべきである。

適正な債権管理について

要望　高齢者などの生命保険の差し
押さえについては、国税徴収法基本
通達に基づいた対応をしているとの
ことであるが、滞納者の生活実態を
十分に把握してほしい。

令和元年度決算審査
　9月 9日の本会議で、令和元年度の「一般会計決算」、「水道事業会計決算」と「公共
下水道事業会計決算」、そして「国民健康保険事業」、「介護保険事業」、「後期高齢者医
療事業」の３特別会計決算の認定についての各議案を予算決算常任委員会に付託しまし
た。同委員会において、決算分科会を設置し、９月14日から17日までの４日間にわた
って令和元年度決算の審査を慎重に行いました。　　　（以下、質疑などの要旨を掲載）

総 質括 疑 令和元年度決算について、各会派の代
表者から総括的な質疑が行われました。

お
い
し
い
秦
野
の
水

〜
丹
沢
の
雫
〜

水道幹線管路耐震化工事の様子
下水道の普及により水質の保全を

（昭和63年当時と現在の水無川の様子）

令和元年度各会計決算額
会 計 区 分 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 500億6,980万円 485億1,125万円        

水 道 事 業 会 計 32億1,386万円 32億8,709万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 60億2,296万円 58億2,228万円

国民健康保険事業特別会計 171億7,095万円 171億5,662万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 124億3,277万円 123億1,571万円

後期高齢者医療事業特別会計 22億3,935万円 21億3,054万円

計 911億4,969万円 892億2,349万円
※ 平成30年度に比べると、歳入決算額は17億4,053万円の増（プラス1.9％）、歳出決算額は
25億4,031万円の増（プラス2.9％）でした。
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土 木 費

公共施設維持管理費について

要望　カルチャーパークバラ園の維
持管理費はボランティアの協力など
により減額されたとのことだが、そ
れでも年間531万円を支出している。
一方で、野球場付近などにある藤棚
は管理が行き届いていないため、造
園業者に助言を求めるなど、適切な
維持管理を図ってほしい。

▲

本会議での反対討論
　平和推進事業である中学生ながさき訪問団の廃
止や重度障がい者医療助成の年齢制限は認められ
ないこと、また事業の選択と集中がなされず、財
政力指数が平成 30年度から 0.02 ポイント悪化
していることなどから反対する。▲

本会議での賛成討論
　新築住宅の増加により固定資産税などが増収と

なった一方で、企業の業績低迷により法人市民税
が減り、市税全体では減収となるなど、依然とし
て厳しい財政運営ではあるが、財政調整基金につ
いて目標である30億円を超える額を確保したこ
とは、自然災害や感染症などの不測の事態への備
えとなり、市民の安全・安心につながるものと考
える。
　令和元年度は、厳しい財政状況の中においても
「未来へつなぐ重点事業」をはじめとするさまざ
まな施策を積極的に進め、消防署西分署や、はだ
の丹沢クライミングパークの整備など、新東名高

速道路の開通を見据えた未来への投資は一定の成
果を上げたと評価しており、（仮称）秦野サービ
スエリアの周辺事業についても着実に進め、将来
を見据えた産業系土地利用を図ってほしい。
　今後も新型コロナウイルス感染症の影響により、
減収が見込まれるため、事業の選択と集中を一層
強化し、証拠に基づく政策立案により持続可能な
財政運営にしっかりと取り組んでほしい。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

消 防 費

ドローンの全庁的な活用の検討について

問　令和元年度までに13人の職員がドローン操作の講
習会を修了しているとのことだが、活用状況はどのよう
か。
答　元年度は台風の被害状況や罹

り さ い

災調査での活用事例が
あるが、これまで市内各所の広報用写真の撮影など、各
課からの依頼により多様な活用を行っている。
意見　現在、防災
を中心にドローン
を使用しているよ
うだが、市役所に
とって最善の効果
を発揮するために
も、※Society5.0
の考えに基づき、
全庁的な活用を考
えるべきである。

教 育 費

要保護準要保護生徒就学援助費について

問　新入学生徒学用品費を入学前の３月上旬に支給する
前倒し支給が平成30年度から開始され、令和元年度は
162人が利用したとのことだが、この前倒し支給に対す
る評価はどのようか。
答　受給者全体の９割が利用しており、保護者のニーズ
に合わせて、必要な時期に必要な援助ができたものと考
える。
要望　コロナ禍にお
いて援助を必要とす
る家庭は増えること
が想定されるため、
引き続き制度の周知
に努めるとともに、
現物支給を含めた制
度の在り方について
も検討してほしい。

※Society5.0…仮想空間と現実空間を高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会のこと用語解説

一 会般 計
総 務 費

公共施設再配置計画における
市役所建て替えの位置づけについて

問　秦野市公共施設再配置計画第２
期基本計画策定に着手したとのこと
だが、建設から 51年が経過した市
役所本庁舎について、建て替えの位
置づけはどのようか。
答　耐震工事も完了し、当面の使用
は可能と考えているが、第２期基本
計画の策定において、方向性を示し
ていきたい。

東海大学駅前交番の移転に向けた
県への要望について

要望　コロナ禍において、県の財政
も厳しいとのことだが、地元の強い
要望である東海大学駅前交番の移転
について、引き続き要望を続けてほ
しい。

民 生 費

保育士等就労促進給付金について

問　民間保育所などにおける保育士確保を支援するため
の事業であるが、予算額に対し決算額が大きく下回った
理由はどのようか。
答　見込みより給付対象者が少なかったためであり、給
付金の支給条件を満たしているにもかかわらず、３年間
の就労の継続という条件により、申請をためらう人が多
かったと考えている。
要望　３年間の就労継続
という条件が課題となっ
ているため、保育士が本
市で継続して働ける環境
を整えるために、制度の
見直しをしてほしい。

衛 生 費

東海大学と連携した健康バス事業について

問　東海大学健康学部と協働で実施する健康バス事業で
は、保健師と管理栄養士による運動や食事に関するアド
バイスに加え、市民健康診査の受診勧奨を行っていると
のことだが、受診率向上の取り組みはどのようか。
答　健診の受診
率は横ばいが続
いているが、こ
の事業の実施に
ついて、特に働
く世代や子育て
世代などへの周
知に努め、受診
率の向上につな
げていきたい。

農 林 費

荒廃遊休農地等農地活用対策事業費について

問　県の補助事業のほか、農業委員会と連携し、市民ボ
ランティアの協力を得ながら荒廃農地の解消を図ってい
るとのことだが、県の補助金額が減少した理由はどのよ
うか。
答　担い手の高齢
化により、参入条
件の良い農地の希
望が多く、荒廃農
地の整備希望者が
減っているととも
に、整備した農地
の維持が難しいた
めである。

商 工 費

商業活性化事業費について

問　市内商店街の情報発信の媒体として平成28年度に
作成した「メルカHADANO」のウェブ版として「ハダ
恋にぎわい商店街」を作成したとのことだが、その内容
と効果はどのようか。
答　商店街が行うイベントだけでなく、「商

あきんど

人魂お役立
て講座」や「ハダ恋みっけもんの旅」など、関連する情
報を集約したポータルサイトとして運営している。また、
意欲のある商業者
が行うイベントを
発信する場ともな
っており、現在ま
で、７万件近くの
アクセス実績につ
ながっている。

討 論

東海大学駅前交番

事業により整備された農地

WEBサイト「ハダ恋にぎわい商店街」

保育士が継続して働ける環境整備を

健康バス測定会の様子

ドローンの全庁的な活用を 保護者のニーズに合わせた就学援助をカルチャーパークバラ園
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公
私
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

（
南
が
丘
）
の
実
績
を
問
う

…「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。会派の表記について

本
市
の
自
治
会
加
入
率
は

61
％
と
低
迷
中

ペットと共生できる社会の創造を

実証実験を行った
自治会・町内会SNS「いちのいち」

自
民
・
新
政
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
社
会
に

つ
い
て

問　
ペ
ッ
ト
と
生
活
す
る
人
は
多
い
が
、

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律

を
知
り
、
飼
育
に
生
か
し
て
い
る
人
は

少
な
い
。
令
和
元
年
に
改
正
さ
れ
た
こ

の
法
律
の
周
知
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
や
市
の
Ｈ
Ｐ
で
の
周
知
の
ほ
か
、

人
と
ペ
ッ
ト
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
や

広
報
は
だ
の
な
ど
に
よ
り
、
動
物
愛
護

意
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
周
知
が
足
り
ず
、
法
律
の
「
魂
」

と
な
る
実
効
性
に
欠
け
る
た
め
、
徹
底

し
た
周
知
に
努
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
が
避
難
で
き
る
場
所

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二
　
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
に
つ
い

て要
望　
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
医
療

と
介
護
の
連
携
は
さ
ら
に
重
要
に
な
る
。

自
宅
な
ど
で
最
期
の
み
と
り
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て
ほ
し
い
。

三
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
つ

い
て

問　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は

社
会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
設

置
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
本
市
の

サ
ポ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
員
不
足
な
ど
の
事
態
が
懸
念
さ

れ
る
場
合
に
は
、
職
員
派
遣
に
よ
る
体

自
民
・
新
政
　
　
　
川
口
　
　
薫

一
　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
つ
い
て

問　
表
丹
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利

用
促
進
の
た
め
に
は
、
一
般
利
用
者
の

目
線
で
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
食

事
の
提
供
や
里
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

と
の
連
携
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
自
炊
以
外
の
食
事
に
つ
い
て
は
配

制
確
保
や
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

な
ど
に
協
力
を
求
め
る
こ
と
を
選
択
肢

の
一
つ
と
し
て
考
え
て
い
る
。

要
望　
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
た

立
ち
上
げ
訓
練
の
実
施
や
、
市
内
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
災
害
時
に
協
力
で

き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
案
内
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
ン
プ
場
で
の
食
材
提
供
の
ニ
ー
ズ

も
あ
る
た
め
研
究
し
た
い
。
ま
た
、
林

業
や
木
工
を
特
色
と
し
た
里
山
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
秦

野
の
ア
ウ
ト
ド
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
を
体
験

で
き
る
ツ
ア
ー
な
ど
も
検
討
し
、
柔
軟

な
施
設
運
営
を
目
指
し
た
い
。

要
望　
新
東
名
高
速
道
路
の
開
通
を
見

据
え
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、

利
用
拡
大
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
本
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問　
都
市
計
画
道
路
曽
屋
名
古
木
線
に

つ
い
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
断
念
後

の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
道
路
隣
接
地
と
の
高
低
差
が
生
じ

る
こ
と
や
、
地
区
内
を
流
れ
る
加
茂
川

の
整
備
に
よ
り
土
地
へ
の
進
入
路
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
権
者
と
の
合

市
民
ク
ラ
ブ
　
　
　
八
尋
　
伸
二

一
　
新
し
い
協
働
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
自
治
会
活
動

や
地
域
活
動
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
下
、
本
市
の
自
治
会

加
入
率
の
推
移
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
自
治
会
加
入
率
は
毎
年
約
１
％
ず

つ
減
少
し
、
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在

で
約
61
％
で
あ
る
。
急
激
な
少
子
高
齢

化
な
ど
の
社
会
環
境
の
変
化
に
伴
う
市

民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
に
よ
り
、
共
助
の
意
識
が
希
薄
化

し
加
入
率
が
低
下
し
た
と
考
え
る
。

問　
近
隣
他
市
の
自
治
会
加
入
率
の
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
の
加
入

状
況
は
、
伊
勢
原
市
78
・
９
％
、
平
塚

市
71
・７
％
、
厚
木
市
63
・７
％
、
小
田

原
市
75
・
３
％
で
あ
る
。
県
内
で
最
も

高
い
の
は
三
浦
市
の
95
・
８
％
、
最
も

低
い
の
は
座
間
市
の
47
・７
％
で
あ
る
。

問　
デ
ジ
タ
ル
・
メ
ー
ル
自
治
会
会
員

の
よ
う
な
制
度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
自
治
会
連
合
会
の
Ｈ
Ｐ
を

準
備
す
る
と
と
も
に
、
若
年
層
の
地
域

参
加
や
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
な
ど
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
小
田
急
電
鉄

株
式
会
社
が
開
発
し
た
自
治
会
内
の
情

創
　
和
　
会
　
　
　
原
　
　
　
聡

一
　
水
道
料
金
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　
農
業
用
水
道
料
金
は
、
１
カ
月
50

立
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
水
量
に
対
し

て
適
用
さ
れ
る
が
、
対
象
世
帯
数
と
軽

減
額
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
元
年
度
は
、
農
業
用
メ
ー
タ

ー
設
置
数
２
０
３
個
の
う
ち
、
適
用
と

な
っ
た
世
帯
は
延
べ
53
件
で
、
負
担
軽

減
額
は
年
間
約
１
４
０
万
円
で
あ
る
。

問　
農
業
用
メ
ー
タ
ー
設
置
の
約
26
％

し
か
軽
減
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
て
い
な
い

が
、
拡
大
や
見
直
し
の
検
討
は
ど
う
か
。

答　
地
方
公
営
企
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、

関
係
部
署
と
研
究
し
て
い
く
。

二
　
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

問　
渋
沢
地
区
の
イ
ノ
シ
シ
に
対
し
て

室
川
を
天
然
・
人
工
の
要
害
（
防
波

堤
）
と
す
る
た
め
、
進
入
を
嫌
う
グ
レ

ー
チ
ン
グ
を
橋
に
設
置
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
捕
獲
後
の
最
終
的
な
処
分
の
考

え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
複
数
の
県
で
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
導

入
事
例
が
あ
り
、
先
進
事
例
の
状
況
も

参
考
に
、
研
究
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

捕
獲
後
は
肥
料
や
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
な
ど

へ
の
利
活
用
も
研
究
し
て
い
る
。
最
終

的
な
処
分
と
し
て
、
焼
却
・
減
容
施
設

も
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
新
東
名
高
速
道
路
や
国
道
２
４

６
号
バ
イ
パ
ス
な
ど
で
は
、
人
工
要
害

と
天
然
要
害
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ

た
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
。
最
終
的
な

処
分
施
設
の
検
討
は
、
広
域
連
携
や
費

用
対
効
果
な
ど
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
検
討
し
、
10
年
、
20
年
先
を
見

据
え
、
新
し
い
技
術
や
考
え
方
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
。

無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
民
営

化
に
つ
い
て

問　
平
成
31
年
に
開
園
し
た
公
私
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
（
南
が
丘
）
の
利
用

状
況
や
補
助
金
の
実
績
は
ど
う
か
。

答　
令
和
２
年
３
月
１
日
時
点
の
園
児

数
の
充
足
状
況
は
、
教
育
利
用
が
定
員

１
０
０
人
に
対
し
55
人
、
保
育
利
用
が

定
員
90
人
に
対
し
64
人
で
あ
る
。
ま
た
、

財
政
面
で
は
、
元
年
度
の
総
費
用
約
８

９
０
０
万
円
に
対
し
て
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
を
除
い
た
市
の
負
担
は
約
３

千
万
円
で
あ
る
。

問　
30
年
度
の
市
立
南
が
丘
幼
稚
園
の

実
績
は
、
園
児
数
59
人
に
対
し
、
全
額

市
の
負
担
で
約
５
千
万
円
か
か
っ
て
い

た
。
60
％
の
財
政
負
担
で
、
２
倍
の
需

要
を
満
た
し
た
こ
と
に
な
る
。
協
定
の

締
結
で
担
保
し
よ
う
と
し
た
教
育
・
保

育
の
質
の
面
の
実
績
は
ど
う
か
。

答　
例
え
ば
障
が
い
児
な
ど
特
別
な
支

援
が
必
要
な
幼
児
の
受
け
入
れ
は
、
２

年
４
月
１
日
時
点
で
８
人
で
あ
り
、
市

立
こ
ど
も
園
の
平
均
10
人
に
比
べ
る
と

や
や
少
な
い
が
、
私
立
保
育
園
の
平
均

２
人
よ
り
は
多
い
数
字
で
あ
る
。

意
見　
市
の
推
計
を
見
る
と
、
教
育
利

用
の
園
児
数
が
10
人
前
後
と
な
る
市
立

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
が
相
当
数
あ
る
。

南
が
丘
に
倣
っ
た
民
営
化
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
市
立
幼
稚
園
に
は
年

間
約
４
億
円
、
こ
ど
も
園
に
は
約
10
億

円
の
財
政
負
担
が
あ
る
が
、
民
営
化
す

れ
ば
国
・
県
の
補
助
金
が
導
入
さ
れ
て

こ
の
負
担
が
４
分
の
１
に
な
り
、
約
10

億
円
の
財
源
を
さ
ら
な
る
教
育
・
福
祉

の
向
上
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

　一般質問は、９月29日、30日、10月１日
の３日間行われ、18人の議員が登壇しました。
　質問は、市政全般にわたり、活発な議論
が展開されました。
　一般質問の内容は、４面から７面に掲載
されています。
（質問者の文責により、質問と答弁の要旨
を掲載）
　なお、各議員の記事にあるＱＲコードを読
み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問
ペ
ッ
ト
と
共
生
で
き
る
社
会
に
向
け
て

動
物
愛
護
法
の
周
知
徹
底
を

地
元
の
要
望
書
を
踏
ま
え

曽
屋
名
古
木
線
を
代
替
す
る
道
路
の
整
備
を

意
形
成
に
至
っ
て
い
な
い
。

問　
御み
か
ど門
地
区
と
山
谷
地
区
を
結
ぶ
代

替
道
路
が
要
望
さ
れ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

整
備
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
地
元
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
代

替
道
路
の
整
備
を
進
め
た
い
。

要
望　
地
域
の
魅
力
発
信
の
た
め
平
成

26
年
に
策
定
し
た
土
地
利
用
方
針
に
基

づ
く
整
備
に
つ
い
て
も
進
め
て
ほ
し
い
。

地域住民の要望に寄り添った整備の実現を
（写真は、はだのクリーンセンター上空からの御門・山谷地区の様子）

報
交
換
に
特
化
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
い
ち
の

い
ち
」
の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
、
有
効
性
な
ど
を
含
め
、
自
治
会

連
合
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
20
代
の

男
性
と
50
代
以
上
の
女
性
が
自
治
会
加

入
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い
な
い
こ
と

が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
層
の
意

見
を
十
分
に
聴
い
た
上
で
、
新
し
い
自

治
会
の
形
を
模
索
、
検
討
し
て
ほ
し
い
。

農
業
用
水
道
と
鳥
獣
被
害
対
策
の

こ
れ
か
ら
に
つ
い
て

イノシシが嫌うグレーチングの設置を

公私連携型認定こども園となった
サンキッズ南が丘こどもえん

議長公務（８月～11月）
議長の主な公務についてお知らせ
します。より詳細な公務日程につい
ては、市議会ホームページでも公
開しています。

○８月
28日（金） 令和２年神奈川県後期高齢者医療広域連

合議会第２回定例会
29日（土） 西中学校多機能型体育館竣工式
○10月
23日（金） 第205回神奈川県市議会議長会定例会

（副議長同席）
24日（土） 令和２年度秦野市社会福祉功労者表彰式
25日（日） 2020スポーツクライミングはだの丹沢カップ

開会式
○11月
１日（日） はだの歴史博物館リニューアルオープン

セレモニー
３日（火） 令和２年度秦野市功労者等表彰式
14日（土） 第42回秦野市交通・防犯市民のつどい

今井　実 議長
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財
政
の
体
力
と
複
合
災
害

へ
の
備
え
は
大
丈
夫
か

市
長
は
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
周
辺
住
民
へ

保
安
林
伐
採
の
説
明
を
せ
よ

公
助
の
あ
り
方
、
堀
水
路
の
浸
水
対
策
と

適
切
な
管
理
計
画
を

無
　
所
　
属
　
　
　
古
木
　
勝
久

一
　
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
の
台
風
第
19
号
に
よ
る

堀
山
下
地
区
の
被
害
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
堀
水
路
が
土
砂
や
流
木
な
ど
で
ふ

さ
が
れ
、
こ
の
地
区
に
水
が
溢
れ
、
７

件
の
床
下
浸
水
の
被
害
が
発
生
し
た
。

問　
平
成
25
年
12
月
に
地
元
自
治
会
か

ら
堀
水
路
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
要

望
書
が
出
さ
れ
、
市
は
「
水
路
の
流
れ

に
注
意
し
な
が
ら
経
過
観
察
す
る
」
と

回
答
し
た
。
し
か
し
被
害
が
出
て
し
ま

っ
た
こ
と
は
、
注
意
を
怠
っ
て
き
た
か

ら
で
は
な
い
の
か
。

答　
注
意
を
怠
っ
て
き
た
と
は
考
え
て

い
な
い
が
、
堀
水
路
両
岸
の
※
保
安
林

を
管
理
す
る
県
と
連
携
す
る
こ
と
が
大

公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
※
Ｍ
Ｃ
Ｉ
・
フ
レ
イ
ル
対
策
に
つ

い
て

問　
フ
レ
イ
ル
と
Ｍ
Ｃ
Ｉ
へ
の
本
市
の

対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て
は
令
和

元
年
度
か
ら
対
策
を
強
化
し
、
講
演
会

や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
行
っ
て
い
る
。

Ｍ
Ｃ
Ｉ
に
対
し
て
は
脳
の
健
康
教
室
や

個
別
相
談
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
協
力
を

得
て
、
Ｍ
Ｃ
Ｉ
・
フ
レ
イ
ル
の
周
知
に

一
層
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
看
護
・
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い

て問　
２
０
２
５
年
に
は
看
護
職
・
介
護

職
共
に
大
幅
な
人
材
不
足
が
想
定
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
人
材
確
保

に
向
け
た
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
看
護
人
材
の
確
保
の
た
め
、
医
師

会
と
連
携
し
、
修
学
資
金
な
ど
の
貸
与

を
行
っ
て
い
る
。
介
護
人
材
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
資
格
受
講
料
の
助
成
や
本

市
独
自
の
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
福
祉
に
関
わ

日
本
共
産
党
　
　
　
露
木
　
順
三

一
　
名
水
は
だ
の
富
士
見
の
湯
高
温
水

漏
れ
等
の
設
備
不
具
合
に
つ
い
て

問　
オ
ー
プ
ン
し
て
１
年
間
の
瑕か
し疵
担

保
責
任
期
間
中
に
、
敷
地
内
の
マ
ン
ホ

ー
ル
周
辺
か
ら
蒸
気
が
発
生
す
る
な
ど

の
異
常
を
確
認
し
た
が
、
掘
削
調
査
な

ど
を
し
な
か
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
お
い
て
異

常
が
な
く
、
そ
の
後
判
明
し
た
高
温
水

漏
れ
な
ど
の
不
具
合
は
予
測
も
確
認
も

困
難
で
あ
り
、
掘
削
な
ど
の
調
査
が
必

要
と
の
考
え
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

二
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
に
つ
い
て

問　
静
岡
県
富
士
宮
市
で
は
、
基
準
を

創
　
和
　
会
　
　
　
阿
蘇
　
佳
一

一
　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て

問　
国
の
借
金
１
１
５
９
兆
円
、
県
の

借
金
は
４
・
５
兆
円
。
令
和
３
年
度
は

横
浜
市
も
約
９
７
０
億
円
財
源
が
不
足

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
本
市
の
市
税
収

入
の
予
測
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
個
人
市
民
税
が
約
14
億
円
、
法
人

市
民
税
が
約
２
億
円
、
市
税
全
体
で
は

約
19
億
円
の
減
少
で
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
時
と
同
程
度
の
減
収
の
見
込
み
。

創
　
和
　
会
　
　
　
福
森
　
真
司

一
　
市
有
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問　
市
有
地
は
市
民
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
。
有
効
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
購
入
希
望
が
な
い
市
有
地
は
、
少

し
で
も
歳
入
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
積

極
的
に
貸
し
付
け
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
状
況
な
ど

に
よ
り
、
今
後
歳
入
の
減
少
が
予
想
さ

れ
る
。
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
広
く
周

知
し
、
歳
入
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

問　
寄
付
者
や
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
、

本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
本

市
特
産
品
の
魅
力
を
発
信
す
る
ほ
か
、

関
係
部
署
と
連
携
し
て
、
市
内
の
魅
力

あ
る
工
業
製
品
を
発
掘
し
、
返
礼
品
と

し
て
の
登
録
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
業
績
が
悪
化
し
て

い
る
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、

返
礼
品
登
録
制
度
を
使
っ
た
市
内
製
品

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
事
業
者
の
業
績
回
復

切
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

問　
こ
こ
は
過
去
に
も
水
害
歴
が
あ
る
。

水
路
管
理
者
と
し
て
適
切
な
管
理
計
画

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
堀
水
路
の
保
全
は
大
き
な
問
題
で

あ
る
。
県
と
も
連
携
し
て
災
害
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
　
図
書
館
事
業
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
予
防
対
策
と
し
て
貸
出
冊
数
の
拡
大

や
期
間
の
延
長
な
ど
の
取
り
組
み
が
必

要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
「
新
し
い
生
活
様
式
」
に
適
合
し

た
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
取

り
組
み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
令
和
元
年
12
月
か
ら
２
年
１
月
に

図
書
館
シ
ス
テ
ム
に
不
具
合
が
生
じ
た

満
た
す
希
望
者
は
何
度
で
も
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
検
で
き
る
。
感
染
不
安
軽
減
の

た
め
、
本
市
で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

答　
国
や
県
の
見
解
を
注
視
し
た
い
。

三
　
防
災
と
災
害
対
応
に
つ
い
て

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い

て
、
北
地
区
を
自
然
災
害
か
ら
守
っ
て

き
た
矢や

坪つ
ぼ
沢
の
※
保
安
林
を
伐
採
す
る

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
い
ま
だ
に
実
施

さ
れ
て
い
な
い
権
利
者
を
含
め
た
地
域

へ
の
説
明
会
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
矢
坪
沢
整
備
は
地
域
の
水
害
な
ど

の
予
防
に
な
る
と
考
え
る
。
戸
川
土
地

区
画
整
理
準
備
組
合
の
総
会
前
に
説
明

会
の
可
否
や
方
法
な
ど
を
調
整
し
、
地

問　
兵
庫
県
明
石
市
長
は
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
緊
急
対
策
に
つ
い
て
、
自
ら
直

接
、
市
民
の
声
を
聞
き
、
経
済
対
策
な

ど
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
茅
ケ
崎
市
は

中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
市
民
の
声
を
積
極
的
に
聞
き
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
立
ち
向
か
う
と
と

も
に
、
中
長
期
的
な
視
点
を
も
っ
て

「
新
た
な
日
常
」
の
実
現
に
努
め
た
い
。

二
　
複
合
災
害
に
対
す
る
備
え
に
つ
い

て問　
首
都
直
下
型
地
震
は
30
年
以
内
の

発
生
確
率
が
70
％
と
言
わ
れ
、
本
市
で

も
死
傷
者
７
２
０
人
の
被
害
と
予
測
さ

れ
て
い
る
。
①
避
難
所
の
感
染
症
対
策
、

②
防
災
備
蓄
倉
庫
の
活
用
、
③
自
家
用

車
で
の
避
難
や
車
中
泊
対
策
、
④
上
下

水
道
の
耐
震
化
の
状
況
は
、
ど
う
か
。

答　
①
消
毒
や
段
ボ
ー
ル
間
仕
切
り
な

ど
衛
生
環
境
向
上
に
努
め
る
、
②
計
画

的
な
備
蓄
、
更
新
を
図
る
、
③
協
定
締

結
事
業
者
な
ど
の
敷
地
を
確
保
し
た
、

④
水
道
の
基
幹
管
路
の
約
40
％
、
公
共

下
水
道
の
重
要
管
き
ょ
は
約
73
％
が
耐

震
化
済
み
。
令
和
７
年
度
ま
で
に
そ
れ

ぞ
れ
55
・
６
％
、
１
０
０
％
と
し
た
い
。

に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

三
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
工
業
支
援
に

つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
、
本
市
経
済
に
非
常
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
本
市
と
し
て

の
工
業
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
新
製
品
・
新
技
術
開
発
を
支
援
し
、

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
な
げ
て
も
ら
う

た
め
に
補
助
対
象
事
業
を
拡
充
し
た
。

要
望　
庁
内
の
横
の
連
携
を
図
り
、
市

内
の
も
の
づ
く
り
が
元
気
に
な
る
よ
う

支
援
に
努
め
て
ほ
し
い
。

フレイルチェック測定会

抜本的な災害対策を見据えた計画を
（写真は、浸水被害を受けた堀山下地区）

地域住民の災害への不安解消を
（写真は、上空から見た矢坪沢周辺）

複合災害への備えを万全に
（写真は、令和元年度避難所運営訓練）

庁内連携を図り、市有財産の有効活用を
（写真は、なでしこ運動広場）

秦
野
の
未
来
の
た
め
に
問
題
意
識
を
共
有
し

課
題
解
決
を
第
一
に
庁
内
の
連
携
を

未
来
の
た
め
に
看
護
・
介
護
人
材
を

確
保
す
る
対
策
をる

人
は
最
前
線
で
奮
闘
し
た
。
人
材
の

確
保
に
向
け
て
、
看
護
・
介
護
を
志
す

人
へ
就
業
奨
励
金
や
継
続
勤
務
奨
励
金

制
度
を
創
設
し
て
ほ
し
い
。

三
　
奨
学
金
返
還
支
援
に
よ
る
若
者
移

住
・
定
住
化
に
つ
い
て

問　
他
市
町
村
が
行
う
、
奨
学
金
返
還

支
援
に
よ
る
若
者
の
移
住
・
定
住
化
施

策
を
本
市
で
も
導
入
で
き
な
い
か
。

答　
先
進
事
例
を
参
考
に
、
関
係
部
局

と
連
携
し
、
施
策
の
研
究
を
し
て
い
く
。

要
望　
若
者
が
住
み
続
け
た
い
街
と
な

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
。

が
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
な
ど

に
報
告
し
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

答　
報
告
す
べ
き
で
あ
っ
た
し
、
今
後

は
危
機
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

※ＭＣＩ…軽度認知障害という意味で、記憶、決定、理由づけ、実行などの認知機能のうち、１つの機能に問題が生じているが、日常生活には支障がない状態のこと
※保安林…水源のかん養、土砂の崩壊その他の災害の防備、生活環境の保全・形成など、特定の公益目的を達成するため、農林水産大臣または都道府県知事によって指定された森林のこと

用語解説

域
の
合
意
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
。

問　
災
害
有
事
に
お
け
る
消
防
対
策
本

部
長
は
消
防
長
で
あ
る
が
、
直
近
の
人

事
異
動
に
よ
り
消
防
署
長
と
兼
任
と
な

っ
た
。
有
事
の
消
防
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
る
た
め
、
早
急
に
適
切
な
配
置

と
す
べ
き
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答　
重
要
性
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

議 会 の 動 向
○８月 17日（月） ・議会運営委員会　　・市議会第２回臨時会
   ・代表者会議　　　　・議員連絡会
   ・議会全員協議会　　・議会運営委員会
   ・議会報告会検討会
  26日（水） ・議会運営委員会
  31日（月） ・議案送付
○９月 ２日（水） ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
  ４日（金） ・追加議案送付
  ７日（月） ・代表者会議
   ・臨時議員連絡会
   ・市議会第３回定例会開会 【傍聴者数１人】
   ・代表者会議
   ・議会運営委員会
  ９日（水） ・本会議（議案審議） 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会
   ・代表者会議
   ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
  14日（月） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
    【傍聴者数４人】
  15日（火） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
  16日（水） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
    【傍聴者数１人】
  17日（木） ・予算決算常任委員会（決算分科会）
  23日（水） ・総務常任委員会 【傍聴者数１人】
   ・予算決算常任委員会（総務分科会）
  24日（木） ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数10人】
   ・予算決算常任委員会（文教福祉分科会）
  25日（金） ・環境都市常任委員会 【傍聴者数７人】
   ・予算決算常任委員会（環境都市分科会）　
  29日（火） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数36人】
  30日（水） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数39人】
○10月 １日（木） ・本会議（一般質問） 【傍聴者数23人】
   ・代表者会議
  ６日（火） ・議会運営委員会
   ・予算決算常任委員会
   ・市議会第３回定例会閉会 【傍聴者数２人】
   ・議会運営委員会 【傍聴者数１人】
   ・議会報編集委員会
  ８日（木） ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会
  16日（金） ・代表者会議　　　　・議員連絡会
  26日（月） ・議会運営委員会
○11月 ６日（金） ・代表者会議　　　　・議会報編集委員会
   ・議会運営委員会
  12日（木） ・代表者会議
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一
般
質
問
一
般
質
問
は
４
面
・

５
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）

とちくぼ買い物クラブ

田原ふるさと公園

早急に矢坪沢の水路整備を
（写真は、現在の矢坪沢の様子）

新総合計画（仮称）に
SDGsの理念の反映を

自
民
・
新
政　
　
　
相
原　
　
學

一　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て問　
区
画
整
理
事
業
に
反
対
す
る
戸
川

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
会
は
、

矢や
つ
ぼ坪
沢
の
水
路
整
備
は
鉄
炮
水
の
被
害

を
招
く
危
険
性
が
あ
る
な
ど
、
新
た
に

反
対
看
板
を
通
学
路
に
設
置
し
た
。
そ

の
看
板
は
子
ど
も
た
ち
に
不
安
を
抱
か

せ
る
内
容
で
あ
る
が
、
水
路
整
備
で
災

害
の
危
険
性
は
高
ま
る
の
か
。

答　
矢
坪
沢
は
「
土
砂
流
出
防
備
保
安

林
」
で
、
樹
木
の
根
と
地
面
を
覆
う
落

ち
葉
や
下
草
な
ど
で
土
砂
の
流
出
を
防

ぐ
も
の
で
あ
る
。
現
況
な
ど
を
総
合
的

に
考
慮
し
、
土
砂
災
害
か
ら
地
域
の
安

全
を
守
る
た
め
、
都
市
計
画
道
路
と
合

わ
せ
て
整
備
す
る
こ
と
で
、
災
害
の
防

止
・
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

要
望　
こ
の
区
画
整
理
事
業
は
、
雇
用

の
創
出
や
定
住
の
促
進
、
地
域
経
済
の

活
性
化
と
い
っ
た
本
市
の
最
重
要
施
策

で
あ
り
、
企
業
誘
致
が
実
現
で
き
る
よ

う
な
支
援
な
ど
に
市
民
と
と
も
に
取
り

創　
和　
会　
　
　
横
溝　
泰
世

一　
給
水
管
の
適
正
な
維
持
管
理
に
つ

い
て

問　
個
別
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
給
水

管
の
漏
水
修
繕
は
、
高
額
な
市
民
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
修
繕
が
進
ま
ず
、
大

切
な
水
の
損
失
か
ら
収
益
の
悪
化
に
つ

な
が
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、
市
民

負
担
に
対
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

答　
条
例
に
よ
り
、
給
水
管
の
修
繕
は

市
民
負
担
が
原
則
だ
が
、
道
路
上
で
突

発
に
発
生
す
る
漏
水
な
ど
は
、
二
次
災

害
を
防
止
す
る
こ
と
か
ら
も
公
費
で
応

急
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
市
民
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ

う
公
費
な
ど
制
度
設
計
を
工
夫
し
、
修

繕
対
応
を
増
や
し
て
い
く
。

二　
田
原
ふ
る
さ
と
公
園
周
辺
の
整
備

に
つ
い
て

問　
田
原
ふ
る
さ
と
公
園
が
開
園
し
て

20
年
の
節
目
を
迎
え
た
。
も
と
よ
り
東

地
区
は
、
自
然
豊
か
な
環
境
と
と
も
に

文
化
財
の
宝
庫
と
も
言
わ
れ
、
田
原
ふ

る
さ
と
公
園
を
拠
点
に
位
置
づ
け
て
、

一
体
的
な
環
境
整
備
を
図
る
必
要
が
あ

公　
明　
党　
　
　
山
下　
博
己

一　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
現
在
策
定
中
の
新
総
合
計
画
（
仮

称
）
へ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
、
政
策
に
結
び
付
け
る
か
は
極
め

て
重
要
と
な
る
が
、
考
え
は
ど
う
か
。

答　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
市
民
に
分
か
り
や
す

く
示
す
と
と
も
に
、
各
施
策
と
の
関
係

が
つ
ぶ
さ
に
分
か
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

問　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
業
務
上

の
可
視
化
は
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
意

識
付
け
や
周
知
の
ほ
か
、
部
局
の
垣
根

を
越
え
た
連
携
も
期
待
で
き
る
。

創　
和　
会　
　
　
谷　
　
和
雄

一　
住
宅
環
境
に
つ
い
て

問　
令
和
２
年
６
月
に
開
設
さ
れ
た
空

き
家
バ
ン
ク
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
開
設
以
降
３
カ
月
で
23
件
の
登
録

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
件
が
成
約
し
た
。

日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
介
護
保
険
法
の
改
正
で
、
要
支
援

１
と
２
の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
が
保

険
給
付
か
ら
外
さ
れ
た
た
め
、
高
齢
者

の
買
物
や
通
院
が
大
変
に
な
っ
た
が
、

移
動
支
援
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
認
定
ド
ラ
イ
バ
ー
養
成
研
修
を
毎

年
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
買
物
支
援

は
栃
窪
と
大
根
・
鶴
巻
地
区
で
開
始
し
、

菩
提
地
区
で
検
討
中
で
あ
る
。
今
後
は
、

さ
ら
に
地
域
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

問　
貧
困
に
苦
し
む
ひ
と
り
親
世
帯
へ

市
独
自
の
給
付
を
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

公　
明　
党　
　
横
山
む
ら
さ
き

一　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ

い
て

問　
今
後
、
コ
ロ
ナ
関
連
死
を
招
か
ぬ

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
外
出
自
粛

の
影
響
で
社
会
と
の
関
わ
り
が
減
っ
た

が
①
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
と
し
て

組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
上
下
水
道
事

業
経
営
に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
。
上
下
水
道
事
業

計
画
で
は
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
上
下

水
道
料
金
の
改
定
を
予
定
し
て
い
る
が
、

市
長
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る

上
下
水
道
事
業
の
経
営
状
況
を
見
れ
ば

早
期
の
改
定
が
必
要
で
あ
る
が
、
市
民

へ
の
負
担
を
考
え
、
料
金
改
定
は
延
期

す
べ
き
と
判
断
し
て
い
る
。

る
。
ま
た
、
施
設
の
老
朽
化
や
運
営
団

体
の
高
齢
化
な
ど
の
課
題
が
あ
る
が
、

今
後
の
取
り
組
み
方
針
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
基
本
に
幅
広

く
地
域
住
民
と
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
ス
キ
ル
を
生
か
し
て
、
運
営
体
制

の
強
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
活
動
は
、
地
域
の
活
性
化

に
も
寄
与
し
て
い
る
の
で
表
丹
沢
の
魅

力
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
図
る
。

ほ
か
、
低
所
得
者
や
障
が
い
者
な
ど
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
宅
確
保
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

要
望　
世
界
が
抱
え
る
課
題
解
決
に
向

け
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
災
害
時
の
避
難
体
制
に
つ
い
て

問　
風
水
害
で
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高

ま
る
中
、
暴
風
雨
で
防
災
無
線
も
聞
こ

え
な
い
場
合
に
備
え
、
戸
別
受
信
機
の

設
置
促
進
が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
デ
ジ
タ
ル
波
対
応
機
種
の
低
価
格

化
の
状
況
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
い
。

問　
電
話
で
防
災
無
線
の
内
容
を
聞
く

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
ま
り
市
民
に
知
ら

れ
て
い
な
い
。
今
後
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

化
を
進
め
、
利
用
を
促
し
た
ら
ど
う
か
。

要
望　
所
有
者
は
初
対
面
の
人
に
貸
し

出
す
こ
と
を
不
安
に
感
じ
て
い
る
。
空

き
家
バ
ン
ク
を
通
じ
て
、
双
方
の
安
心

に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

問　
さ
と
地
共
生
住
宅
開
発
許
可
制
度

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
候
補
地
リ
ス
ト
を
抽
出
し
流
通
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
許
可
基

準
の
見
直
し
な
ど
も
検
討
し
て
い
く
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
人
口
移
動
は
首

都
圏
一
極
集
中
か
ら
地
方
分
散
へ
の
傾

向
が
う
か
が
え
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
や
、

さ
と
地
共
生
住
宅
開
発
許
可
制
度
な
ど

の
活
用
に
よ
り
本
市
の
優
位
性
を
十
分

答　
関
係
課
と
連
携
し
、
検
討
し
た
い
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
、
教
職
員
の

過
重
負
担
の
解
決
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
登
校
前
と
放
課
後
の
消
毒
・
清
掃

作
業
な
ど
が
負
担
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充

と
、
児
童
・
生
徒
の
清
掃
活
動
を
状
況

に
合
わ
せ
工
夫
す
る
こ
と
で
対
応
し
た
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
で
開
設
し
た
は
だ
の
っ

子
あ
ん
し
ん
相
談
室
の
利
用
が
９
件
と

非
常
に
少
な
い
。
子
ど
も
が
安
心
し
て

電
話
で
き
る
環
境
整
備
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
有
効
な
相
談
体
制
を
検
討
す
る
。

新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
デ
ジ
タ
ル
格
差

を
埋
め
る
試
み
は
ど
う
か
。
②
妊
産
婦

の
孤
立
を
防
ぐ
施
策
は
ど
う
か
。
ま
た
、

③
感
染
症
防
止
策
を
講
じ
た
複
合
災
害

へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
風
水
害

時
の
避
難
所
運
営
委
員
の
体
制
や
避
難

所
運
営
に
つ
い
て
の
周
知
は
ど
う
か
。

答　
①
高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
外

出
や
人
と
つ
な
が
り
会
話
す
る
こ
と
は

重
要
で
あ
る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
講
座
な
ど
他
の
地
域
の
取
り
組

み
を
参
考
に
、
フ
レ
イ
ル
予
防
を
検
討

す
る
。
②
不
安
を
抱
え
る
妊
産
婦
の
相

談
体
制
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
保
健
指

導
を
導
入
し
、
支
援
の
充
実
を
図
る
。

③
一
時
的
避
難
の
場
合
は
、
市
職
員
が

対
応
す
る
。
ま
た
、
避
難
所
で
の
過
ご

し
方
な
ど
の
動
画
を
公
開
し
て
い
る
。

問　
い
じ
め
問
題
の
対
応
は
児
童
・
生

徒
の
主
体
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

る
が
、
そ
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

答　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
い
じ
め
を

考
え
る
児
童
生
徒
委
員
会
は
例
年
の
形

で
の
取
り
組
み
を
中
止
し
て
い
る
が
、

令
和
２
年
11
月
に
形
を
変
え
て
実
施
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。

ほ
か
、
公
共
交
通
施
策
の
改
善
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

要
望　
令
和
２
年
４
月
28
日
以
降
に
生

ま
れ
た
新
生
児
へ
の
特
別
給
付
を
望
む
。

二　
廃
棄
物
の
資
源
化
に
つ
い
て

問　
資
源
物
で
あ
る
牛
乳
パ
ッ
ク
の
焼

却
処
理
の
問
題
が
起
き
て
い
る
が
、
本

市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
給
食
の
牛

乳
パ
ッ
ク
の
処
理
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
各
教
室
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
必
要
な

洗
浄
や
乾
燥
処
理
を
行
い
、
リ
サ
イ
ク

ル
業
者
に
回
収
を
依
頼
し
て
い
る
。

要
望　
自
分
た
ち
が
排
出
し
た
牛
乳
パ

ッ
ク
で
再
生
さ
れ
た
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
を
学
校
で
使
用
し
て
ほ
し
い
。

に
発
揮
し
、
首
都
圏
か
ら
の
移
住
の
受

け
皿
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。

二　
魅
力
あ
る
景
観
に
つ
い
て

問　
景
観
ま
ち
づ
く
り
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
良
好
な
景
観
の
保
全
形
成
に
努
め

て
い
る
が
、
時
代
に
合
っ
た
制
度
を
検

討
し
魅
力
あ
る
景
観
づ
く
り
を
目
指
す
。

要
望　
魅
力
あ
る
景
観
は
市
民
の
誇
り

や
愛
着
に
つ
な
が
る
。
市
内
各
所
に
足

を
運
び
魅
力
を
再
発
見
し
、
新
た
な
景

観
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

三　
今
後
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

問　
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）

の
取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
は
農
産
物
の

安
全
性
向
上
に
つ
な
が
る
。
重
要
性
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
導
入
拡
大
に
取
り
組
む
。

答　
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
認
知
度
が
約
50
％

と
低
く
、
周
知
が
課
題
で
あ
る
。
ダ
イ

ヤ
ル
無
料
化
も
、
全
国
で
約
半
数
が
導

入
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

問　
自
力
で
避
難
で
き
な
い
高
齢
者
に

対
し
、
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
、
公
用

車
で
の
送
迎
体
制
を
組
ん
だ
ら
ど
う
か
。

答　
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
整
理
す
べ

き
課
題
が
あ
る
。
ま
ず
は
先
進
自
治
体

の
課
題
な
ど
の
実
態
を
把
握
し
た
い
。

住
み
や
す
く
安
心
で
き
る

市
民
生
活
を

田
原
ふ
る
さ
と
公
園
周
辺
の
一
体
的
な

環
境
整
備
に
よ
り
表
丹
沢
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を

風
水
害
か
ら
高
齢
者
の
命
を

守
る
体
制
の
強
化
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も﹁
ま
ち
づ
く
り
﹂に

本
市
の
優
位
性
を
十
分
に
発
揮
せ
よ

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
で
孤
立
化
を
防
ぎ

新
た
な
社
会
の
構
築
を
目
指
せ

コ
ロ
ナ
禍
の
中
い
じ
め
を
考
え
る

児
童
生
徒
委
員
会
を
開
催
す
べ
き

首都圏からの移住の受け皿に
（写真は、広々とした上地区の様子）

妊産婦への支援の充実を
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「新幹線が通ります。高速道路が通ります。
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秦野駅南部土地区画整理事業区域
（Ｂ地区）

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

問　
こ
の
事
業
に
係
る
本
市
の
コ
ス
ト

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
準
備
組
合
へ
の
技
術
的
支
援
に
約

１
億
円
、
補
助
金
約
５
億
円
、
都
市
計

画
道
路
に
約
25
億
円
、
矢
坪
沢
整
備
に

約
15
億
円
、
合
計
で
約
46
億
円
で
あ
る
。

問　
堀
山
下
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
を
参
考
に

推
計
し
た
２
億
円
の
税
収
増
と
５
０
０

人
の
新
規
雇
用
者
増
に
つ
い
て
。
ま
ず
、

２
億
円
の
税
収
増
と
い
っ
て
も
実
際
に

自
民
・
新
政　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
秦
野
駅
南
部
（
今
泉
）
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
昭
和
54
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ

た
秦
野
駅
南
部
土
地
区
画
整
理
事
業
の

う
ち
、
Ｂ
地
区
（
都
市
計
画
道
路
沿
道

区
域
）
の
進
捗
状
況
と
完
了
予
定
年
度

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
令
和
２
年
度
は
移
転
６
件
、
造
成

工
事
２
件
の
契
約
が
済
ん
で
い
る
。
４

年
度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
た
が
、
５

年
程
度
期
間
を
延
伸
す
る
見
込
み
。

問　
既
存
家
屋
が
立
ち
並
ぶ
Ｃ
地
区
の

整
備
に
つ
い
て
、
地
域
へ
の
説
明
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
現
在
の
道
路
を
基
本
と
し
た
道
路

拡
幅
や
下
水
道
整
備
な
ど
を
行
う
整
備

は
い
く
ら
入
っ
て
く
る
の
か
。

答　
本
市
の
よ
う
な
地
方
交
付
税
交
付

団
体
で
は
５
千
万
円
が
実
質
的
な
歳
入
。

問　
５
０
０
人
の
新
規
雇
用
が
本
市
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
に
有
益
と
考
え
る
か
。

答　
雇
用
の
確
保
が
人
口
流
出
抑
制
と

定
住
化
促
進
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
る
。

意
見　
今
、
世
間
で
は
労
働
力
不
足
の

問
題
が
議
論
さ
れ
て
お
り
、
有
効
求
人

倍
率
を
見
て
も
仕
事
は
あ
る
。
日
本
の

今
後
の
課
題
は
労
働
生
産
性
。
量
よ
り

質
の
高
い
雇
用
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
や
自
治
体
の

税
収
に
と
っ
て
も
大
切
に
な
る
。

問　
ど
の
く
ら
い
の
建
設
、
設
備
投
資

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　
数
字
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

意
見　
経
済
産
業
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
工
場
の
立
地
件
数
と
面
積
は
バ
ブ
ル

期
の
４
分
の
１
で
あ
り
、
設
備
投
資
額
、

雇
用
予
定
者
数
も
そ
れ
に
比
例
す
る
。

堀
山
下
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
は
バ
ブ
ル
絶
頂

期
の
１
９
９
１
年
に
完
成
し
た
も
の
で

今
と
は
文
脈
が
違
う
。
過
去
の
成
功
体

験
か
ら
抜
け
出
し
、
や
り
方
を
ギ
ア
チ

ェ
ン
ジ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

方
針
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー

ス
に
よ
り
地
域
住
民
に
周
知
し
て
い
る
。

要
望　
地
域
住
民
の
意
向
実
現
に
向
け

て
、
早
期
に
結
果
を
出
し
て
ほ
し
い
。

二　
「
挑
戦
す
る
子
ど
も
」
の
育
て
方

に
つ
い
て

問　
子
ど
も
が
主
体
的
に
学
習
に
取
り

組
む
姿
勢
や
挑
戦
す
る
態
度
が
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
放
課
後
学
習
支
援
事
業
な
ど
に
よ

り
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
姿
勢

が
高
ま
っ
た
と
い
う
検
証
が
あ
る
一
方
、

※
ピ
ア
・
サ
ポ
ー
ト
の
考
え
を
取
り
入

れ
た
交
流
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
子
ど

も
が
将
来
に
向
け
社
会
で
生
き
る
力
を

身
に
付
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
子
ど
も
の
主
体
性
を
育
む
学
習

環
境
の
整
備
と
、
教
職
員
に
よ
る
「
挑

戦
す
る
子
ど
も
」
の
姿
を
後
押
し
す
る

教
育
の
推
進
に
努
め
て
ほ
し
い
。

議
提
議
案
第
６
号　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政

の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の

確
保
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て▼
要　
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
は
、
医
療
・

介
護
、
子
育
て
、
地
域
の
防
災
・
減
災
、

雇
用
の
確
保
な
ど
喫
緊
の
財
政
需
要
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
長
期
化
す
る
感
染

症
対
策
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
に

陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地
方

の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

税
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
、
国
に
意
見

書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

議案第41号　令和２年度秦野市一般会計補正予算（第６号）を定める
ことについて

▼採決の結果　本会議　原案可決（賛成多数）

▼補正予算の概要

40％のプレミアム付き商品券の発行などに係る
補正予算を可決

副市長に内田賢司氏を、
教育長に佐藤直樹氏を選任

議案第38号　秦野市副市長
の選任について

▼要旨
　欠員となっている副市長
に内田賢司氏を新たに選任
するもの。
　内田氏は、市長室長、教
育長などを歴任。

▼採決の結果
　本会議　同意  （賛成全員）

議案第39号　秦野市教育委
員会教育長の選任について

▼要旨
　内田賢司教育長の任期が
令和２年８月31日に満了す
るため、後任に佐藤直樹氏
を選任するもの。
　佐藤氏は、教育部長など
を歴任。

▼採決の結果
　本会議　同意  （賛成全員）

本
市
独
自
の
支
援
策

健康と医療を守る施策
３億９８３万６千円

15歳までの小児と高齢者のインフルエン
ザ予防接種に係る費用の助成、避難所に
おける段ボール製の間仕切りの購入など

日々の暮らしを守る施策
２，０５９万７千円

アルバイト収入がなくなった学生の緊急
雇用や、修学旅行の経路変更などに伴う
費用の助成など

地域経済を守る施策
２億６，５００万円

１万４千円分の商品券を１万円で購入で
きる、プレミアム付き商品券の発行など

国
の
緊
急

経
済
対
策

健康と医療を守る施策
４６万８千円

移動支援や訪問入浴サービスを実施する
事業所へマスク、消毒用エタノールを支
給

日々の暮らしを守る施策
７，６００万円

小・中学校において学校現場の感染症対
策を徹底するための物品などを購入

＜第２回（８月）臨時会の審議結果一覧表＞

区
分

議案
番号

議　案　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

創和会 自民党・
新政クラブ

市民
クラブ 公明党 日本

共産党 無所属
谷　
和
雄

横
溝
泰
世

諸
星　
光

阿
蘇
佳
一

福
森
真
司

原　
　
聡

小
菅
基
司

高
橋
文
雄

風
間
正
子

川
口　
薫

今
井　
実

相
原　
學

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

野
々
山
静
香

山
下
博
己

横
山
む
ら
さ
き

中
村
英
仁

露
木
順
三

佐
藤
文
昭

吉
村
慶
一

木
村
眞
澄

古
木
勝
久

伊
藤
大
輔

市
長
提
出
議
案

第 38 号 秦野市副市長の選任について 同意
第 39 号 秦野市教育委員会教育長の選任について 同意

第 40 号
秦野市固定資産評価員の選任について

同意
要旨：欠員となっている固定資産評価員に内田賢司氏を新たに選任するもの

第 41 号 令和２年度秦野市一般会計補正予算（第６号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

※議長（採決には加わりません）　　○：賛成　　●：反対

内
田
賢
司
氏

佐
藤
直
樹
氏

１
０
０
年
後
の
秦
野
市
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
え
る
選
択
を

都
市
計
画
決
定
か
ら
40
年
余
り
経
過

秦
野
駅
南
部（
今
泉
）土
地
区
画
整
理
事
業

議

案

審

議
議
案
審
議
は

１
面
に
も
掲
載

（

）

犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援
を

目
的
と
し
た
条
例
の
制
定
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
た
め
地
方
財
源
の
確
保
を

議
提
議
案
第
５
号　
犯
罪
被
害
者
等
の

支
援
を
目
的
と
し
た
条
例
制
定
を
求
め

る
決
議
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

誰
も
が
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
と

な
る
可
能
性
を
抱
え
る
中
、
被
害
に
遭

っ
た
人
は
、
犯
罪
な
ど
に
よ
る
直
接
的

な
被
害
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の
対
応
に

よ
っ
て
は
精
神
的
被
害
を
受
け
る
な
ど
、

二
次
的
な
被
害
に
も
苦
し
ん
で
い
る
。

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
人
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
、
き

め
細
か
く
適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
犯
罪
被
害
か
ら
の
早

期
回
復
に
向
け
て
手
を
差
し
伸
べ
、
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た
め
、
本
市

に
犯
罪
被
害
者
な
ど
の
支
援
を
目
的
と

し
た
条
例
の
制
定
を
求
め
る
た
め
、
決

議
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

名水マスクを着用しました

「名水の里・秦野」をＰＲするために令和２年
９月第３回定例会本会議において名水マスクを
着用しました。このマスクは、記念品の手ぬぐいを活用し、
市職員がボランティアで作成したものです。

８月
臨時会

　

副
市
長
・
教
育
長
の
選
任
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
係
る
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
４

件
に
つ
い
て
審
議
す
る
た
め
、
第
２
回
（
８
月
）
臨
時

会
が
８
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

※ピア・サポート… 学生たちの対人関係能力や自己表現能力など、社会を生きる力が極めて不足している現状を改善するための学校教育活動の一環として、教職員の指導・援助のもとに、学生
たち相互の人間関係を豊かにするための学習の場を各学校の実態に応じて設定し、そこで得た知識やスキルをもとに、仲間を思いやり、支える実践活動

用語解説
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採
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果
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市
長
提
出
議
案

第 42 号 令和元年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ●要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 43 号 令和元年度秦野市水道事業会計決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇要旨：２ページに詳細を掲載
第 44 号 令和元年度秦野市公共下水道事業会計決算の認定について 認定 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇要旨：２ページに詳細を掲載
第 45 号 令和元年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 ●要旨：２ページに詳細を掲載
第 46 号 令和元年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇要旨：２ページに詳細を掲載
第 47 号 令和元年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇要旨：２ページに詳細を掲載

第 48 号
秦野市印鑑条例の一部を改正することについて

可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇要旨：個人番号カードを使用して、コンビニエンスストアなどに設置されている端末機から
印鑑登録証明書を取得できることとするため、改正するもの

第 49 号 工事請負契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：１ページに詳細を掲載
第 50 号 動産の取得について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇要旨：１ページに詳細を掲載

第 51 号
秦野市・伊勢原市消防通信指令事務協議会規約に関する協議について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇要旨：秦野市と伊勢原市における消防通信指令事務を共同して管理、執行することを目的と
して、秦野市・伊勢原市消防通信指令事務協議会を設置するに当たり、その規約を定めるこ
とについて協議するもの

第 52 号
令和２年度秦野市一般会計補正予算（第７号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ●要旨：民営自転車等駐車場設置費補助金やテレワーク環境整備事業費など21事業に、歳入歳出
それぞれ2億5,852万2千円を追加するもの

第 53 号
令和２年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）を定めることについて

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：令和元年度繰越金1億1,706万2千円のうち、8,036万9千円を介護保険給付費等準備基
金に積み立てるとともに、精算による過年度分返還金として、国庫支出金分3,317万円、県支
出金分352万3千円をそれぞれ追加するもの

第 54 号 秦野市教育委員会の委員の選任について 同意要旨：飯田文宏委員の任期が令和２年９月30日に満了することに伴い、同委員を再任するもの
第 55 号 秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について 同意 　要旨：染谷武彦委員の任期が令和２年９月30日に満了することに伴い、同委員を再任するもの

陳
情

令２陳情
第 ７ 号

種苗法改正に関する意見書の提出及び種苗法改正と主要農作物種子法廃止について市民への
情報提供を求める陳情

不採択●退●●●●●〇〇〇退
議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

〇●●●●●●〇〇●退〇願意：農家の権利を制限する種苗法改正を取りやめることについて、国に意見書を提出する
とともに、種苗法改正と主要農作物種子法廃止について、農家と消費者に対して、市から情
報提供してほしい

令２陳情
第 16 号

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書の提出についての陳情
採択 〇●〇〇●〇〇〇〇〇〇 〇〇〇●〇〇〇●●●●●願意：国会における活発な憲法論議の推進と、国民的議論の喚起を求める意見書を国に提出

してほしい
令２陳情
第 17 号

別居・離婚後の面会交流についての法整備を求める意見書の提出を求める陳情 趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇退退〇〇〇願意：別居・離婚後の面会交流についての法整備を求める意見書を国に提出してほしい

令２陳情
第 18 号

少人数学級編制の実現をはじめとする教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復
元を求める陳情 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇願意：教職員定数改善計画を早急に策定すること、義務教育費国庫負担制度の負担割合を２
分の１に復元することについて国に意見書を提出してほしい

令２陳情
第 19 号 新型コロナウイルス感染症に関する意見書の提出を求める陳情

審査
未了

審査未了…�委員会に付託された案件が、会期中に採決に至らず継続審査にもな
らないこと

令２陳情
第 20 号

コロナ禍の保育園・幼稚園・こども園・学校に関する陳情書

趣旨
採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議

長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
願意：①保育園などにも、サポートスタッフを至急配置してほしい、②保育園などの各現場
で必要とするサポートスタッフの仕事内容や人数などについて、教職員の声を吸い上げるシ
ステムを作り、配置してほしい、③国費、県費によるスタッフで足りなければ、市費による
配置もしてほしい、④補習などのための指導員も、現場の実態や声に応じて配置してほし
い、⑤サポートスタッフなどの募集に当たっては、募集の方法や回数を工夫してほしい

議
員
提
出
議
案

第 ５ 号 犯罪被害者等の支援を目的とした条例制定を求める決議について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：７ページに詳細を掲載

第 ６ 号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求
める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
要旨：７ページに詳細を掲載

第 ７ 号
国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書の提出について

可決 〇 ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● ●要旨：日本国憲法について、国会における自由闊
かったつ

達で広範な議論を推進するとともに、国民
的議論を喚起するよう国に意見書を提出するもの

委
員
会

提
出
議
案
第 ２ 号

少人数学級編制の実現をはじめとする教職員定数改善、義務教育費国庫負担制度２分の１復
元を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇要旨：よりきめ細やかな支援の実現に向けて、教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の
負担割合を２分の１に復元することについて、国に意見書を提出するもの

報 告 案 件
（６件）

専決処分の報告について（市道の管理瑕疵に係る損害賠償）／専決処分の報告について（交通事故に係る損害賠償）／令和元年度秦野市一般会計継続費精算報告書／令和元年度秦
野市水道事業会計継続費精算報告書／令和元年度秦野市公共下水道事業会計継続費精算報告書／令和元年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について

掲載を希望される方は議事政策課（☎ 0463-82-9652）までご連絡下さい。（１枠20,000 円（縦 4.7㎝×横 10.5㎝））広告募集中

広告

広告

第４回（12月）定例会日程

※会議の日程、時刻は変更することがあります。	
※12月定例会で審査する請願・陳情の提出期限は、11月11日（水）午後５時までです。
※議員への議案送付は、11月19日（木）の予定です。	

11月 24日（火）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
26日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会・提案説明）
30日（月） 〃 本会議（議案審議）

本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
12月 ２日（水）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会

総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）
３日（木）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会

文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）
４日（金）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会

環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）
７日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
８日（火）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
９日（水） 〃 本会議（一般質問）
10日（木） 〃 本会議（一般質問）
15日（火）午 前 ８ 時 45 分 議会運営委員会

午 前 ９ 時 30 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決）
常任委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会）
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会


